社会福祉士の成立と課題：国家試験内容から見る日中韓3ヵ国の比較とともに by 佐藤 昭洋 et al.
社会福祉士の成立と課題：国家試験内容から見る日
中韓3ヵ国の比較とともに











―国家試験内容から見る日中韓 3 ヵ国の比較をもとに― 
東洋大学大学院博士前期課程 佐藤 昭洋（日本担当） 
劉リュウ  鵬瑶ホ ウ ヨ ウ（中国担当） 







は 2007年に法改正され、その影響により国家試験についても、2010年 1月の第 22回試験
以降から、新しい養成カリキュラムに基づく試験が実施され、試験時間、試験科目、合格
基準にそれぞれ変更点が示された。試験時間は、午前の共通科目が 115分から 120分と 5
分間の延長、午後の専門科目が 125分から 120分と 5分間の短縮となった。総出題数 150
問は変更されなかったが、試験科目は従来の 13科目から 19科目へと科目数が増えた。そ
の関係で、合格基準もまた共通科目 10科目群と専門科目 8科目群の計 18科目群すべてに
おいて得点があることに変わった。19科目の試験科目のうち、専門科目の「就労支援サー






















































 最初の国家試験を実施するのは 2008年 6月 28日と 29日であった。 
 
（韓国） 
 韓国は、社会福祉事業法 第 12条（国家試験）及び社会福祉事業法施行令 第 3条（国家
試験の施行等）により、国家試験やその施行等の法律が定められている。社会福祉事業法












































































務経験を 4年以上有し、短期養成施設等にて 6ヵ月以上修学した者。 
(5)福祉系大学を卒業し、12基礎科目を履修した者で、短期養成施設等にて 6ヵ月以上修学した者。 
(6)3年課程の福祉系短期大学を卒業し、12基礎科目を履修した者で、更生相談所等の指定施設にお 














































































試験は、毎年 1月の第 4週目の日曜日に行われ、240分間の試験時間を 1日で行い、「共
通科目」と「専門科目」に区分され、「共通科目」が 10時 00分から 12時 15分の 135分





問）、④ 現代社会と福祉（10問）、⑤ 地域福祉の理論と方法（10問）、⑥ 福祉行財政
と福祉計画（7問）、⑦ 社会保障（7問）、⑧ 障害者に対する支援と障害者自立支援制度
（7問）、⑨ 低所得者に対する支援と生活保護制度（7問）、⑩ 保健医療サービス（7問）、























なわち、1時限は 2つの領域で 50問、2、3時限は 3つの領域で、各々75問ずつ、合計 200
問題が出題される。 
試験時間は、1問当り 1分が与えられ、1時限 50問で 50分、2時限 75問で 75分、3時
限 75問で 75分、合計 200問で 200分の試験時間となる。2016年度第 14回社会福祉士 1
級国家試験の場合、1時限が 9：30～10：20、2時限が 10：50～12：05、3時限が 13：00
～14：15であった。 
問題形式は、全問題が客観式 5肢択一形である。試験は毎年 1月に実施している。 
 
 国家試験は、日本と韓国は毎年 1月に行われているが、中国は毎年 6月中旬に行われて
おり、これは年度の始まりが中国とは異なることも影響していると考えられる。また、試
















级别 科目 満点基準 合格標準 受験時間
   社会工作総合能力
（初级） 100点 60点 120分
   社会工作実務
（初级） 100点 60点 120分
   社会工作総合能力
（中级） 100点 60点 120分
   社会工作実務
（中级） 100点 60点 150分
   社会工作の法律と





も 0点があった場合は、総得点が 60％以上であったとしても、不合格となる。 
 
（中国） 

































第 27回（2015）では、受験者数が 45,187名で、合格者数が 12,181名、合格率 27.0％
であった。合格点は、総得点 150点に対し 88点（58．7％）以上の者で、試験科目免除者




資格名 受験者数（名） 合格者（名） 合格率（％）
日本(2015) 社会福祉士 45,187名 12,181名 27.0%
韓国(2015) 社会福祉士1級 21,393名 6,764名 31.6%
助理社会工作師 116,672名 28,386名 24.3%





第 7回（2014）では、助理社会工作師の受験者数が 116,672名で、合格者数は 28,386
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